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狂
言
台
本
に
お
け
る
尊
敬
表
現
形
式

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
に
つ
い
て

―
―
鷺
流
狂
言
台
本

『保
教
本
』
を
中
心
に
―
―

米

田

達

は
じ
め
に

一
八
世
紀
初
頭
の
狂
言
は
古
典
劇
化
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
狂
言
台
本

詞
章
も
固
定

・
伝
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

」
“
ｏ
し
か
し
ヽ
本
稿
で
中
心
資
料
と
し
て
扱
う
鷺
流
狂
言
台
本
保
教
本

（享

保
元
年
～
享
保
九
年
筆
写

以
下

『保
教
本
し

に
は
、
基
本
的
に
は
狂
言
台
本

詞
章
を
固
定

。
伝
承
し
つ
つ
も
、
狂
言
台
本
詞
章
筆
写
者
の
独
自
の
姿
勢
が
見

て
取
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
に
、
筆
写
当
時
の
口
頭
語
で
最
も
待
遇
価
値

の
高
い
対
称
代
名
詞

「オ
マ
エ
」
（以
下

「オ
マ
エ
し

が

『保
教
本
』
に
多
く

見
ら
れ
、
そ
れ
が
各
流
派
の
狂
言
台
本
詞
章
と
比
較
し
た
場
合
、
「保
教
本
』
の

言
語
的
特
徴
で
あ
り
、
そ
し
て

「オ
マ
エ
」
を
取
り
入
れ
た
背
景
に
『課
激
本
』

の
狂
言
台
本
詞
章
に
対
す
る
特
徴
的
な
態
度
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿

で
は
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
「オ
マ
エ
」
に
対
応
す
る
尊
敬
表
現
形
式
と
し
て

近
世
前
期
上
方
か
ら
使
わ
れ
だ
し
た

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
取
り
上
げ
る
。

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は

『保
教
本
』
や
鷺
仁
右
衛
門
派
に
属
す
る

『延
宝

・

忠
政
本
』
（延
宝
六
年
頃
筆
写
）、
『保
教
本
』
と
同
じ
く
鷺
伝
右
衛
門
派
に
属
す

る
宝
暦

『名
女
川
本
』
（宝
暦

一
一
年
頃
筆
写

以
下

『名
女
川
本
し

に
多
用
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
比
較
対
象
と
し
た
大
蔵
流

・
和
泉
流
の
狂
言
台
本
詞
章
に

ｋ
Ｐ
白
パ

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
後
述
す
る
が
、
『保
教
本
』
で
は

「オ
マ
エ
」
と
同
様

に
、
「保
教
本
』
の
狂
言
台
本
詞
章
に
対
す
る
特
徴
的
な
態
度
の
た
め
に
近
世
前

期
上
方
で
用
い
ら
れ
て
い
た

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
狂
言
台
本
詞
章
に
取
り

入
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は

「オ

マ
エ
」
と
異
な
り
、
『保
教
本
』
の
み
に
限
ら
れ
た
言
語
的
特
徴
で
は
な
く
、
『保

教
本
』
よ
り
も
後
に
筆
写
さ
れ
た

『名
女
川
本
」
で
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に

は
注
意
を
要
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
尊
敬
表
現
形
式
は
広
く
鷺
伝
右
衛
門
派
に

お
け
る
特
徴
と
も
捉
え
ら
れ
、
「オ
マ
エ
」
の
場
合
と
状
況
を
異
に
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
狂
言
台
本
詞
章
が
固
定

・
伝
承
し
て
い
く
と
言
わ
れ
る
中
で
、

相
反
す
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
待
遇
表
現
の
変
遷
に
関
わ
る
興
味
深
い
事
実
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

一　
問
題
の
所
在

次
頁
に
挙
げ
た

【表

一
】
は
対
人
関
係
に
着
目
し
て
作
成
し
た

『保
教
本
』

に
お
け
る
対
称
代
名
詞
と
述
部
と
の
待
遇
表
現
対
応
表
で
あ
る
。
【表
二
】
は
山

漸】嘘朔いな聯赫は信訥〔』蹄利嚇ぽ綸裂μ耀齢製ピげ」嘲澄いい、

で
あ
る
。
両
表
は
紙
幅
の
都
合
で
簡
略
化
し
て
あ
る
。
さ
て
、
両
表
を
見
比
べ



おな
のん
れじ

そ

ち
わ
ご
り
よ

そ
な
た

こ
な
た

お
ま
え

代
名
詞

動
作
主

お

る

―
お

る

―
や
る

お
―
や
る

お
―

な
さ

る

お
―
な
さ
れ
ま
す

文
末
表
現
動
作
主

へ
の
待
遇
表
現

う行
すく
る。

来
る

行
く

。
来
る

お
り
や
る

お
り

や
る

御
座
り
ま
す

お

い
で
な
さ
れ
ま
す

行
く

。
来
る

―
や
い

。
―
か

―
や
い

ま
す

。
―
ぞ

ら
る

ｏ
ま
す
る

せ
ら
る

せ
ら
れ
ま
す
る

対
者
待
遇
語

【表

一
】
『保
教
本
』
の
対
称
代
名
詞
の
主
体
待
遇
表
現
対
応
表

【表
二
】
『虎
明
本
』
の
対
称
代
名
詞
の
主
体
待
遇
表
現
対
応
表

る
と
、
『保
教
本
」
に

「オ
マ
エ
」
段
階
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
明
ら
か
に

待
遇
表
現
体
系
が
異
な
っ
て
お
り
、
同
時
に

『保
教
本
』
に
は

『虎
明
本
』
に

見
ら
れ
な
い
語
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
語
の
う
ち
、
文
末
表
現
と
し

て
分
類
し
て
い
る
尊
敬
表
現
形
式

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
取
り
上
げ
（
Ｃ

山
崎
久
之
氏
の
調
査
に
よ
る
と

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
、
近
世
前
期
上
方

か
ら
最
も
高
い
待
遇
価
値
を
持
つ
語
で
あ
る

（【表
四
】
参
照
）。
狂
言
が
古
典

劇
化
し
つ
つ
あ
っ
た

一
八
世
紀
初
頭
に
、
近
世
前
期
上
方
で
用
い
ら
れ
て
い
た

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
高
い
待
遇
価
値
を
持
っ
て
狂
言
台
本
詞
章
に
見
ら
れ

る
と
い
う
の
は
注
目
で
き
る
。
次
に
挙
げ
る

【表
三
】
は
今
回
調
査
対
象
と
し

た
狂
言
台
本
に
お
け
る

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
を
そ
れ
に
下
接
す
る
語
別
に
分
類

・

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
側
に
は
狂
言
台
本
を
流
派
を
問
わ
ず
に
、
上
か
ら

筆
写
さ
れ
た
時
代
の
古
い
順
に
並
べ
て
い
る
。
数
値
は
、
話
手
が
聞
手
に
対
し

て
直
接
用
い
た
場
合

（動
作
主
は
聞
手
）
の
み
を
数
え
た
も
の
で
あ
り
、
各
欄

に
あ
る
括
弧
内
の
数
値
は
そ
れ
ぞ
れ
の
狂
言
台
本
に
お
け
る
命
令
形
の
数
値
で

あ
る
。
用
例
は

「御

（オ
・
ゴ
）
＋
動
詞
連
用
形
・
体
言
＋
ナ
サ
ル
＋
下
接
語
」

の
形
式
の
も
の
を
採
取
し
、
「御
意
」
な
ど
の
一
語
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も

の
や
助
詞
な
ど
が
間
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
省
い
て
い
る
。
【表
三
】
を
見

“
た
、
下
接
語
の
付
か
な
い
例
が
諸
本
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、
鷺
流
に
属
す
る
狂
言
台
本
に
下
接
語
が
付
い
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
特
に

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
、
『保
教

本
』
を
は
じ
め
と
す
る
鷺
流
の
狂
言
台
本
に
際
だ
っ
て
多
い
。
こ
の
よ
う
な
状

況
は
、
『保
教
本
』
が
近
世
前
期
上
方
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」

を
取
り
入
れ
た
結
果
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
、
「保
教

本
』
で
述
べ
ら
れ
る
狂
言
台
本
詞
章
に
対
す
る
特
徴
的
な
態
度
と
の
関
係
が
指

摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。本
稿
で
は
こ
の
事
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『保
教
本
』

お
の
れ

そ
ち
な
ん
じ

わ
ご
り
よ

お
ぬ
し

そ
な
た

こ
な
た

代
名
詞

動
作
主

お

る

―
や
る

さ
じ
め

お
―

そ

い

お
―
な
さ
る
る

（
さ
）
せ
ら
る
る

文
末
表
現
動
作
主

へ
の
待
遇
表
現

う
す
る

行
く

。
来
る

行
く

。

わ
す
る
来

る

お
り
や
る

御
座
る
行
く

。
来
る

ま
ら
す
る

ま
ら
す
る

対
者
待
遇
語



【表
三
】
「オ
ー
ナ
サ
ル
」
と
そ
の
下
接
語
の
状
況

計 テ
下
サ
ル
（
マ
ス
〉

テ
御
座

ル
（
マ
ス
）

マ

ス

（
ル

）

下
接
語
な
し

３６

（４
）

0 １

（
０
）

３５

（４
）

虎
明
本

‐６

（２
）

0 ‐６

（２
）

天
理
本

２５

（６
）

0 ６

（
５
）

‐９

（
１
）

匙
宝
忠
政
本

（
６９
）

1 ‐２

（
２
）

２‐

（
５
）

９０

（
５６
）

６６

（６
）

保
教
本

‐５４

（
‐００
）

‐８

（
‐３
）

７

（０
）

６６

（
５０
）

６３

（３７
）

名
女
川
本

に
お
け
る

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
中
心
と
し
て
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
用
法
を
概

観
し
、
『虎
明
本
』
や
和
泉
流
狂
言
台
本

『天
理
本
』
（以
下

『天
理
本
し

な
ど

と
の
四
座
に
属
す
る
流
派
の
詞
章
と
の
比
較
を
行
っ
た
上
で
、
近
世
前
期
上
方

の
口
頭
語
を
比
較
的
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
の
用
法

と
比
較
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
多
用
す
る

『保
教
本
』

の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二

『保
教
本
』
に
お
け
る

「オ
ー
チ
サ
レ
マ
ス
」

今
回

『保
教
本
』
の
待
遇
表
現
体
系
を
対
人
関
係
の
点
か
ら
調
査
す
る
と
、

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は

【表

一
】
に
示
し
た
よ
う
に

「オ
マ
エ
」
段
階
に
属

し
、
最
も
高
い
待
遇
価
値
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
で
は
、
ど
の
よ

う
に

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
具
体
的
に
用
例
を
み
て

み
よ
う
。

１

〔太
郎
冠
者
が
主
人
に
雇
う
人
数
を
減
ら
す
よ
う
進
言
す
る
場
面
〕

是
ハ
餘
イ
カ
イ
事
テ
御
座
リ
マ
ス
ル
少
卜
御
減
被
成
マ
セ
ウ

０
今
参
」
太
郎
冠
者
↓
大
名
）

２

〔取
り
手
の
言
葉
を
聞
い
た
か
ど
う
か
太
郎
冠
者
が
大
名
に
確
認
を
と
る
場

面
〕
無
分
別
ナ
入
ヌ
物
シ
ヤ
カ
御
聞
被
成
マ
シ
タ
カ

∩
鼻
取
相
撲
」
太
郎
冠
者
↓
大
名
）

３

〔成
人
し
た
孫
が
祖
父
を
呼
び
出
す
場
面
〕

先
ツ
コ
レ
ヘ
御
出
被
成
マ
セ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
（「薬
水
」
孫
↓
祖
父
）

４

〔借
手
が
貸
手
に
お
金
を
き
っ
ち
り
返
済
す
る
こ
と
を
伝
え
る
場
面
〕

イ
ヤ
夫
ハ
押
付
埒
ヲ
明
ケ
マ
ス
ル
御
気
遣
被
成
マ
ス
ル
ナ

∩
八
句
連
歌
」
借
手
↓
貸
手
）

（傍
線
部
は
私
に
施
し
た
。
以
下
同
じ
）

『保
教
本
』
に
お
い
て

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
９０
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

ぅ
ち
５６
例
が
主
に
用
例
１

・
２
の
よ
う
に
従
者
か
ら
主
人
な
ど
の
主
従
関
係
お

よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
関
係
に
お
い
て
、
畏
ま
っ
た
場
面
で
使
用
さ
れ
る
。
例
え

ば
用
例
１
で
は
、
上
機
嫌
の
主
人
に
対
し
て
機
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う
に
太
郎
冠

者
が
丁
寧
な
口
調
で
接
し
て
い
る
。
用
例
２
も
同
様
に
丁
寧
な
口
調
で
主
人
に

進
言
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
ま
た
用
例
３
な
ど
の
よ
う
に
下
位
者
が
単
に
位

相
的
に
上
位
の
人
物
に
対
し
て
も
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
で
も
用
例

１
な
ど
と
同
様
に
、
畏
ま
っ
た
場
面
で
使
用
さ
れ
る
。
用
例
４
は
、
話
手
と
聞

手
と
は
共
に
上
層
町
人
で
あ
り
、
位
層
的
に
は
同
等
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
用
例
４
は
金
銭
の
返
済
を
貸
手

が
借
手
に
求
め
て
い
る
場
面
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
応
答
す
る
借
手
は
貸
手
に

対
し
て
畏
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
よ
り
待
遇
価
値
の
高
い
表

現
が
選
択
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

『保
教
本
』
に
お
け
る

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
基
本
的
に
主
従
関
係
に
お

い
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
位
相
的
に
上
位
に
あ
る
人
物
な
ど
に



対
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
使
用
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
何
ら
か
の
理
由

（主
従
や
恩
恵
な
ど
）
の
た
め
に
、
話
手
は
聞
手
に

対
し
て
畏
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
『保
教
本
』
に
は

【表
三
】
よ
り

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
以
外
に
、
『虎

明
本
』
や

『天
理
本
』
に
は
見
ら
れ
な
い
、
「オ
ー
ナ
サ
ル
」
に
下
接
語
の
付
い

た
例
が
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は

『保
教
本
』
の
特
徴
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

５

〔太
郎
冠
者
が
主
人
の
子

（山
伏
）
を
出
迎
え
る
場
面
〕

靭
々
久
敷
テ
御
出
被
成
テ
御
座
ル
　
　
　
　
（「腰
祈
」
太
郎
冠
者
↓
山
伏
）

６

〔太
郎
冠
者
が
主
人
の
友
人
に
祗
園
の
出
し
物
を
考
え
る
よ
う
に
依
頼
す
る

場
面
〕

何
茂
ノ
中
カ
ラ
仰
出
サ
レ
テ
御
談
合
被
成
テ
下
サ
レ
マ
セ
イ

３
国
罪
人
」
太
郎
冠
者
↓
主
人
友
）

用
例
５
●６
は
そ
れ
ぞ
れ

「テ
御
座
ル
」
「テ
下
サ
ル
」
の
付
い
た
例
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
対
人
関
係
の
観
点
か
ら
見
る
と

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
の

用
法
に
準
じ
る
。
但
し
、
「テ
下
サ
レ
」
が
下
接
す
る
場
合
は
、
こ
の
語
の
性
質

上
、
他
の
も
の
と
比
べ
て
強
い
依
頼
を
表
し
、
他
の
形
式
と
は
意
味
合
い
が
異

な
る
。
で
は
下
接
語
の
付
か
な
い

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
と
こ
れ
ら
の
尊
敬
表
現
形

式
と
の
待
遇
差
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
最
も
用
例
数
の
多
い

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ

ス
」
が
命
令
形
で
多
く
使
わ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
命
令
形
で
用
い
ら
れ
る

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
と
対
人
関
係
の
観
点
か
ら
比
較
し
て
み
る
と
、
「オ
ー
ナ
サ
ル
」

に
付
く
下
接
語
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
る
だ
け
で
待
遇
差
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
に
あ
げ
る
用
例
７
の
よ
う
に
明
ら
か
に
待
遇
差

に
違
い
が
見
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

７

〔借
手
が
貸
手
に
考
え
直
す
よ
う
に
い
う
場
面
〕

先
ツ
御
待
被
成
イ

一
旦
男
ノ
義
理
ニ
ハ
申
夕
物
デ
御
座
り
是
力
御
座
ル

∩
八
句
連
歌
」
借
手
↓
貸
手
）

用
例
７
は
用
例
４
と
同
じ
人
物
関
係
で
用
い
ら
れ
て
い
る

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
の

例
で
あ
る
。
用
例
４
の
場
合
と
比
べ
て
、
用
例
７
で
は
借
手
は
貸
手
に
対
し
て

畏
ま
る
度
合
い
が
薄
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
連
歌
勝
負
で
勝
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
理
的
に
優
位
に
立
っ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
長
ま
り
度
の
差
が

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
と

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
と
の

待
遇
差
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
本
章
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

イ

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は

『保
教
本
』
に
お
い
て
最
も
高
い
待
遇
価
値
を

持
ち
、
主
従
関
係
や
そ
れ
に
準
じ
る
対
人
関
係
で
主
に
使
用
さ
れ
る
。

口

『保
教
本
』
に
は
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
の
他
に
も

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
に

下
接
語
の
付
い
た
様
々
な
形
式
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は

『虎
明
本
』
。
『天

理
本
』
と
比
べ
て

『保
教
本
』
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
他
流
派
と
の
比
較

前
章
で
は

『保
教
本
』
に
お
い
て

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
最
も
待
遇
価
値

の
高
い
尊
敬
表
現
形
式
で
あ
り
、
主
に
主
従
関
係
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
関
係

に
お
い
て
使
用
さ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
本
章
で
は
、
『保
教
本
』
に
お
い
て
「オ
ー

ナ
サ
レ
マ
ス
」
の
使
用
さ
れ
て
い
る
詞
章
と
そ
れ
に
該
当
す
る
他
流
派
の
詞
章

と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
座
に
属
し
、　
一
八
世
紀
初
頭
ま
で
に
筆
写

さ
れ
た
狂
言
台
本
の
中
で

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
の
多
用
が

『保
教
本
』
ひ
い

て
は
鷺
流
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
を
論
じ
る
。



一二
・
一

『虎
明
本
』
・
『天
理
本
」
と
の
比
較

『保
教
本
』
が
鷺
流
狂
言
台
本
の
中
で
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ

る
最
吉
本
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
本
節
で
は
大
蔵
流

。
和
泉
流
の
狂
言
台

本
の
う
ち
最
古
本
で
あ
る

『虎
明
本
』
・
『天
理
本
』
と
比
較
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
ま
ず
、
用
例
か
ら
み
て
み
よ
う
。

８

〔所
の
者
が
大
黒
天
に
そ
ば
に
来
る
よ
う
に
頼
む
場
面
〕

（保
）
是
ハ
有
難
イ
仕
合
テ
御
座
ル
此
方
ヱ
御
来
臨
被
成
マ
セ
イ

∩
夷
大
黒
」
所
の
者
↓
大
黒
天
）

（虎
）
是
は
か
た
じ
け
な
ひ
御
事
に
て
候
、
先
こ
れ
へ
御
来
臨
候
へ

（天
）
さ
て
も
ノ
ヽ
あ
り
が
た
き
御
事
か
な
、
ま
づ
こ
な
た
へ
御
通
り
候
へ

９

〔入
間
の
某
が
大
名
の
意
志
を
確
認
す
る
場
面
〕

（保
）
択
某
ヲ
ハ
真
実
御
成
敗
被
成
レ
ウ
カ
　

（「入
間
川
」
入
間
某
↓
大
名
）

（虎
）
さ
て
は
じ
ん
じ
つ
御
せ
い
ば
い
あ
ら
う
ず
る
か

（天
）
や
ら
、
こ
ゝ
ろ
や
す
や
、
さ
ら
ば
御
せ
い
ば
い
あ
れ

１０

〔大
名
が
入
間
の
某
を
成
敗
し
よ
う
と
す
る
の
を
太
郎
冠
者
が
制
す
る
場

面
〕

（保
）
先
御
待
被
成
マ
セ
イ
御
国
元
テ
コ
ソ
殿
ヲ
存
テ
居
マ
ス
レ
髪
元
杯
デ
ハ

存
マ
ス
マ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「入
間
川
」
太
郎
冠
者
↓
大
名
）

（虎
）
先
ま
た
せ
ら
れ
い

（天
）
申
、
こ
こ
ろ
を
し
づ
め
て
き
か
せ
ら
れ
ひ

右
の
例
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『保
教
本
』
と

『虎
明
本
』
。
『天
理
本
』
と

の
詞
章
が
一
致
す
る
個
所
で
は
、
『保
教
本
』
に

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『虎
明
本
』
。
『保
教
本
』
に
お
い
て
は

「オ
ー
候
」
。

「オ
ー
ア
ル
」
。
「
セ
ラ
ル
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『虎
明
本
』
や

『天
理

本
』
な
ど
狂
言
台
本
詞
章
が
未
だ
固
定
さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
狂
言
台
本
で
は

様
々
な
尊
敬
表
現
形
式
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、　
一
八
世
紀
初
頭
に

筆
写
さ
れ
た

『保
教
本
』
で
は
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

『保
教
本
』
に

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
多
用
さ
れ
る

の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
近
世
前
期
上
方
の
口
頭
語
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
古
典
劇
化
し
つ
つ
あ
っ
た

一
八
世
紀
初
頭
の
狂
言
を
当
時
の
聴
衆
に
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
の
一
環
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
【表
三
】
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『虎
明
本
』
な
ど
に
全
く

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

■

〔太
郎
冠
者
が
大
名
の
帰
国
を
国
元
で
は
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
言
う
場

面
〕
仰
の
こ
と
く
お
国
も
と
で
は
、
定
て
お
待
か
ね
な
さ
れ
ま
ら
せ
う

∩
入
間
川
」
太
郎
冠
者
↓
大
名
）

右
の
例
は

「
マ
ラ
ス
ル
」
と
い
う

「
マ
ス
」
の
古
形
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

「虎
明
本
』
に
見
ら
れ
る

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
の
唯

一
の
例
で
あ
る
。
こ
の

例
は
、
『保
教
本
』
と
同
じ
く
主
従
関
係
に
お
い
て
使
用
さ
れ
、
待
遇
価
値
も
高

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『虎
明
本
』
を
調
査
さ
れ
た
山
崎
久
之
氏
は
こ
の
例

を
特
に
高
く
扱
う
こ
と
は
せ
ず
に
、
用
例
数
の
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
と
同
じ
待
遇
価
値
の
扱
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
山
崎
氏
の
扱

い
は
妥
当
な
判
断
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『保
教
本
』
で
は

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ

ス
」
と

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
と
に
明
ら
か
な
用
法
差
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
両
語
を

一
つ
の
段
階
に
ま
と
め
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
【表

一
】
の
通
り
各
段

階
に
分
類
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
Ｔ

二
　
鷺
流
流
派
内
で
の
比
較

『虎
明
本
』
・
『天
理
本
』
と
比
較
し
て
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
『保
教
本
』



に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
る
事
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
傾
向
は

『保

教
本
』
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「保
教
本
」
と
同
じ
鷺
流
で
も
流
派

（７
）

の
異
な
る

『延
宝

・
忠
政
本
』
や

『名
女
川
本
』
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が

【表
三
】
か
ら
わ
か
る
。
鷺
流
に
お
い
て
も
大
蔵
流
な
ど
と
同
様
に
狂
言
台

本
詞
章
が
固
定
。伝
承
さ
れ
て
い
く
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
『保
教
本
」
に
お
け

る

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
の
用
法
や
使
用
状
況
が

『名
女
川
本
』
で
は
固
定
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
本
節
で
は
、
「保
教
本
』
と
同
じ
く

鷺
流
に
属
す
る
狂
言
台
本
の
う
ち
、
「保
教
本
』
よ
り
も
筆
写
年
代
が
や
や
下
る

『名
女
川
本
』
と
比
較
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず

『名
女
川
本
』
の
用
法
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
『名
女
川
本
』
で
は
、

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
６６
例
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
待
遇
価
値
や
対
人
関
係

の
点
に
つ
い
て
は
、
「保
教
本
』
と
大
き
な
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

・２

〔栗
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
太
郎
冠
者
が
主
人
に
言
い
訳
を
す
る
場
面
〕

中
々
、
先
某
の
別
分
を
お
聞
被
成
ま
せ
ひ
、
お
次
へ
持
て
参
て
焼
ふ
と
存
て

御
座
れ
ば
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
栗
焼
」
太
郎
冠
者
↓
大
名
）

・３

〔太
郎
冠
者
が
舅
に
い
わ
れ
て
聟
を
屋
敷
の
中
に
通
す
場
面
〕

畏
て
御
座
る
、
こ
う
お
通
り
被
成
ま
せ
ひ
　
（「角
水
聟
」
太
郎
冠
者
↓
聟
）

・４

〔甥
が
伯
母
の
作
る
酒
を
分
け
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
場
面
〕

こ
ち
へ
そ
う
を
せ
ひ
と
被
申
て
御
座
る
程
に
、
そ
つ
と
斗
り
お
出
し
被
成
ま

せ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
伯
母
が
酒
」
甥
↓
伯
母
）

『名
女
川
本
』
に
お
い
て

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
６６
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

内
４８
例
が
主
従
関
係
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
関
係
で
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対

し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
『保
教
本
』
に
お
け
る
対
人
関
係
と
類
似
し
た
傾
向
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
用
例
１２

・
・３
か
ら
、
下
位
者
が
上
位
者
に
対
し
て

畏
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
用
例
１３
は
厳
密
に
は
、
主
従
に
準
じ
る
関
係

で
は
な
い
。
し
か
し
、
聟
が
太
郎
冠
者
に
と
っ
て
主
人
の
身
内
で
あ
る
こ
と
を

考
え
て
、
主
従
に
準
じ
る
関
係
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、
用
例
１４
は
甥

が
伯
母
に
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
用
い
た
例
で
あ
る
。
ン」
の
例
の
よ
う
に
「オ
ー

ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
単
に
位
相
的
な
上
位
者
に
対
し
て
も
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
用
法
面
に
お
い
て
も

『保
教
本
』
と

『名
女
川
本
』
と
は

類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
は
次
の
よ
う
に

『保
教
本
』
と
詞

章
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
で
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

・５

〔弟
子
の
妻
が
師
匠
を
屋
敷
の
中
に
通
す
場
面
〕

（保
）
ソ
レ
ナ
ラ
ハ
先
カ
ウ
御
通
ナ
サ
レ
マ
セ
イ
∩
塗
師
」
弟
子
の
妻
↓
師
匠
）

（名
）
内
々
承
り
及
ま
し
た
師
匠
殿
で
御
座
る
か
先
こ
ふ
お
通
被
成
ま
せ
ひ

『保
教
本
』
と

『名
女
川
本
』
で
は
所
収
由
に
異
同
が
あ
る
が
、
同

一
曲
で
狂

言
台
本
詞
章
が
一
致
す
る
場
合
は
、
右
の
例
の
よ
う
に
同
じ
語
が
用
い
ら
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
事
か
ら

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
『保
教
本
』

の
使
用
状
況
と

『名
女
川
本
』
と
の
使
用
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

四
　
近
世
前
期
上
方
の
用
法

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
、
『虎
明
本
』
に
１
例
の
み
で
は
あ
る
が
、
そ
の
古

形
で
あ
る

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ラ
ス
ル
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

（８
）

る
よ
う
に
、
室
町
時
代
末
期
に
は
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
形
で

の
使
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
「オ
ー
ナ
サ
ル
」
が
多
く
用
い
ら
れ
、
【表
四
】

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
近
世
前
期
上
方
に
お
い
て
は

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
が
最
も

高
い
待
遇
価
値
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下
り
、　
一
八
世

紀
初
頭
の
近
世
前
期
上
方
で
は

「オ
ー
ナ
サ
ル
」
の
待
遇
価
値
は
低
下
し
、
そ



お
の
れ

そ

ち
そ
な
た

こ
な
た

お
ま
え

代
名
詞

動
作
主

お

る

や

る

や

る

お
―

な
さ

る
る

お
―
な
さ
れ
ま
す

じ
や
り
ま
す

文
末
表
現
動
作
主

へ
の
待
遇
表
現

う
せ
る

行
く

。
来
る

出お
やじ
るや
る

ご
ざ

る

お
出

な
さ

る
る

お
出
な
さ
れ
ま
す

ご
ざ
り
ま
す

行
く

。
来
る

ら

る

る

し
や
る

さら
せれ
給ま
あ、す

対
者
待
遇
語

【表
四
】
近
世
前
期
上
方
に
お
け
る
対
称
代
名
詞
の
主
体
待
遇
表
現
対
応
表

れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

「オ
ー

ナ
サ
ル
」
に

ギ

ス
」
の
下
接
し
た

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
最
も
高
い
待
遇
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
多
用
さ
れ

る
。
『保
教
本
』
に
お
い
て

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
の
要
因

の
一
つ
に
、
近
世
前
期
上
方
に
お
け
る
口
頭
語
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
近
世
前
期
上
方
に
お
け
る
用
法
を
、
比
較
的
当
時
の
口
頭
語
を
反
映
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
か
ら
み
て
み
よ
う
。

・６

〔手
代
の
茂
兵
衛
が
主
人
の
妻
さ
ん
を
励
ま
す
場
面
〕

旦
那
の
印
判

一
つ
間
屋
へ
持
っ
て
参
れ
ば
。
江
戸
為
替
二
貫
目
や
三
貫
日
常

住
取
遣
い
た
し
ま
す
。
物
な
ら
た
っ
た
廿
日
の
間
お
気
遣
な
さ
れ
ま
す
な
。

∩
大
経
師
昔
暦
」
茂
兵
衛
↓
さ
ん
）

‐７

〔宿
の
亭
主
が
大
名
の
一
行
を
世
話
す
る
場
面
〕

相
宿
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
廣
々
と
。
御
休
み
な
さ
せ
れ
ま
せ

（
丹
波
興
作
待
夜
の
小
室
節
」
亭
主
↓
小
女
郎
）

‐８

〔遊
女
屋
の
亭
主
が
京
に
行
く
治
兵
衛
を
見
送
る
場
面
〕

追
附
お
下
り
な
さ
れ
ま
せ
。
よ
う
ご
ざ
り
ま
も
そ
こ
／
ヽ
に

（下
略
）

「
心
中
天
の
網
島
」
亭
主
↓
治
兵
衛
）

近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
で
使
わ
れ
る

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
、
山
崎
久
之
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
近
世
前
期
上
方
で
高
い
待
遇
価
値
を
有
し
て
い
る
。
右

の

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
そ
の
通
り
の
用
法
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

用
例
１６
は
主
家
筋
の
人
物
に
対
し
て
、
用
例
１７
・
・８
は
店
の
亭
主
か
ら
、
大
名

家
の
人
物
や
上
層
町
人
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
使
用

し
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
す
る
例
で
あ

り
、
話
手
は
聞
手
に
対
し
て
畏
ま
っ
た
態
度
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
で
用
い
ら
れ
る

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
と

『保
教
本
』
で

の

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
の
用
法
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
場
面
や
話
手
の
間

手
に
対
す
る
態
度
な
ど
か
ら
、
そ
の
用
法
の
類
似
性
は
指
摘
で
き
る
。

五
　
『保
教
本
』
の
筆
写
態
度

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
『保
教
本
』
で
は
近
世
前
期
上
方
語
の
「オ
ー
ナ
サ

レ
マ
ス
」
を
他
流
派
の
狂
言
台
本
詞
章
よ
り
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
狂
言
台
本
詞
章
が
固
定

。
伝
承
さ
れ
て
い
く
と
仮
定
す
る

な
ら
ば
、
『保
教
本
』
が
筆
写
さ
れ
た
当
時
の
日
頭
語
が
見
ら
れ
る
と
い
う
状
況

は
、
む
し
ろ
そ
れ
に
反
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
章
で
は
、
『保
教
本
』

が
近
世
前
期
上
方
で
使
用
さ
れ
て
い
た

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
を
、
多
く
狂
言

台
本
詞
章
に
取
り
入
れ
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『保
教
本
』
に
は
多
く
の
注
記
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に

「蛤
」

の
末
尾
に
記
さ
れ
る
よ
う
な

『保
教
本
』
の
筆
写
態
度
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
随

所
に
見
ら
れ
る
。



文
句
万
昔
ヨ
リ
ノ
定
メ
置
通
り
誤
共
二
守
本
式
ナ
レ
共
近
年
諸
芸
共
ニ

色
々
工
夫
吟
味
過
元
ノ
流
儀
失
フ
事
古
人
ノ
様
二
不
成
二
依
ツ
テ
ノ
故
ナ

リ
夫
共
二
世
間

一
同
ナ
ル
故
時
二
相
応
ニ
シ
テ
本
ヲ
ハ
不
失
様
ス
ル
専

一

也
口
博
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
四
　
一≡
〓

一頁
）

右
の
記
述
は
、
音
通
り
の
文
言
に
準
じ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
本
を
失
わ
な
い
程

度
に
世
間
の
風
潮
に
合
わ
せ
て
狂
言
を
工
夫
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
、
と
解

釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
か
ら

『保
教
本
』
で
は
、
「文
句
万
昔
ヨ
リ
ノ

定
メ
置
通
り
」
の
狂
言
台
本
詞
章
を
、
時
と
場
合
に
応
じ
て
工
夫
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
「保
教
本
』
に
お
け
る

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
の
使
用
状
況
を
、

こ
の
記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
昔
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
た
通
り
の
言
葉
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
、
『虎
明
本
』

な
ど
の
江
戸
時
代
初
期
の
狂
言
台
本
詞
章
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
に
、
近
世

前
期
上
方
か
ら
使
わ
れ
出
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」

は

「時
二
相
応
ニ
シ
テ
」
と
い
う
態
度
に
よ
っ
て
狂
言
台
本
詞
章
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

『保
教
本
』
が
筆
写
当
時
の
口
頭
語
を
取
り
入

れ
て
い
た
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
別
の
記
述
か
ら
も
窺
え
る
。
狂
言
台
本
詞
章

そ
の
も
の
に
関
す
る
注
記
の
一
つ
と
し
て
、
「花
折
新
機
意
」
の
末
尾
に
か
か
れ

る

「云
合
仕
様
博
」
を
挙
げ
て
お
く
。

狂
言
二
用
ル
言
葉
ハ
流
々
二
用
ル
通
り
委
習
ノ
書
二
記

（中
略
）
第

一
世

劃

到

到

同‐

刊

コ

コ

割

割

劃

翻

悧

∃

剥

７

日

見

剰

何
茂
昔
ヨ
リ
遍
用
ル
言
葉
ナ
ル
故
吉
公
界
ニ
テ
遣
フ
言
葉
ニ
テ
能
様
ニ
テ

モ
其
時
代
二
用
ル
ハ
時
花
言
葉
ヲ
云
同
前
ナ
リ

（巻
三
　
四
三
六
頁
）

右
の
傍
線
を
施
し
た
個
所
は
、
先
に
引
用
し
た
個
所
と
類
似
し
た
内
容
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
世
間

一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
良
く
知
っ
た

上
で
工
夫
し
て
狂
言
に
用
い
て
も
良
い
、
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ

の
記
述
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と

『保
教
本
』
で
は
、
各
流
派
の
狂
言
台
本
詞
章

が
古
典
劇
化
し
て
い
く
に
つ
れ
て
固
定

。
伝
承
さ
れ
て
い
く
の
と
は
対
照
的
に
、

『保
教
本
』
で
は
狂
言
台
本
詞
章
を
伝
受
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

伝
統
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
時
に
応
じ
て
狂
言
を
演
じ
、
狂
言
台
本
詞
章
を

工
夫
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

『保
教
本
」
に
近
世
前

期
上
方
で
多
用
さ
れ
て
い
た

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
取
り
込
ま
れ
、
鷺
流
を

除
く
各
流
派
の
狂
言
台
本
詞
章
と
比
較
し
て
も
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が

『保

教
本
』
の
ひ
い
て
は
鷺
流
の
言
語
的
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
る
背
景
に
は
、
「蛤
」

の
末
尾
に
書
か
れ
る
記
述
や

「云
合
仕
様
博
」
の
よ
う
な

「保
教
本
」
の
態
度

が
、
大
き
く
関
与
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

エハ
　
ま
と
め

本
稿
で
は
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

イ
　
尊
敬
表
現
形
式

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
、
「保
教
本
』
の
待
遇
表
現
体
系

の
中
で
、
「オ
マ
エ
」
段
階
に
分
類
さ
れ
最
も
待
遇
価
値
が
高
い
。

口
　

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
は
、
『虎
明
本
』
や

『天
理
本
』
な
ど
に
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
が
、
『保
教
本
』
に
多
く
見
ら
れ
る
尊
敬
表
現
形
式
で
あ
る
。

近
世
前
期
上
方
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
の
を

『保
教
本
』
が
取
り
入
れ
た

結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
　

『保
教
本
』
が
筆
写
当
時
の
口
頭
語
を
積
極
的
に
狂
言
台
本
詞
章
に
取
り

入
れ
る
姿
勢
は
、
「蛤
」
の
末
尾
に
書
か
れ
る
記
述
や

コ
ム
合
仕
様
博
」
か

ら
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
古
典
劇
化
し
つ
つ
あ
っ
た
狂
言
を
、

当
時
の
聴
衆
に
わ
か
り
や
す
く
さ
せ
る
た
め
の

『保
教
本
』
の
性
格
と
も

捉
え
ら
れ
よ
う
。

本
稿
で
は
、
近
世
前
期
上
方
か
ら
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
尊
敬
表
現
形
式



「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
が
、
古
典
劇
化
し
つ
つ
あ

っ
た

一
八
世
紀
初
頭
の

『保

教
本
』
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
そ
の
背
景
と

し
て

『保
教
本
』
の
狂
言
台
本
詞
章
に
対
す
る
特
徴
的
な
態
度
が
要
因
の
一
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
る
事
を
論
じ
た
。
狂
言
台
本
詞
章
が
固
定

・
伝
承
さ
れ
て
い

く
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、　
一
八
世
紀
初
頭
に
筆
写
さ
れ
た

『保
教
本
』
は
、

「オ
マ
エ
」
や

「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
な
ど
の
近
世
前
期
上
方
の
口
頭
語
を
取

り
入
れ
て
お
り
、
他
流
派
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。

一
方
、
『保
教
本
』
以
降
の

鷺
流
の
狂
言
台
本
で
は
、
狂
言
台
本
詞
章
に
取
り
入
れ
て
い
る
語
と
そ
う
で
な

い
語
と
が
あ
り
、
そ
の
様
相
は
異
な
る
。
今
後
、
「保
教
本
」
と

『虎
明
本
』
。

「天
理
本
』
と
を
比
較
・検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
中
頃
に
書
き
留

め
ら
れ
た
狂
言
台
本
詞
章
の
性
格
を
広
く
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

『保
教
本
』
筆
写
者
の
意
図
、
さ
ら
に
は

『保
教
本
』

以
降
の
鷺
流
狂
言
台
本
に
お
け
る
詞
章
の
性
格
と
い
う
も
の
ま
で
も
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
事
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で

『保
教
本
』
は

大
変
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
述
べ
き
れ
な
か
っ
た
点
が
多
々
あ
る
。
例

え
ば
、
鷺
流
に
二
派
あ

っ
た
内
の
一
派
鷺
仁
右
衛
門
派
と
の
関
係
や
、↑
衿
回
扱

わ
な
か
っ
た
狂
言
台
本
で
の
様
相
な
ど
で
あ
る
。
特
に
鷺
仁
右
衛
門
派
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

こヽ（１
）
彦
坂
佳
宣
氏

「大
蔵
流
狂
言

「虎
明
本
』
か
ら

『虎
寛
本
』
へ
―
―
そ
の
待
遇
表

現
の
変
化
―
―
」
η
国
語
学
研
究
』
１４
昭
和
五
〇
年
）

（２
）

「鷺
流
狂
言
台
本
保
教
本
の
待
退
表
現
に
つ
い
て
―
―
対
称
代
名
詞
「オ
マ
エ
」
を

中
心
に
―
―
」
（平
成
一
二
年
度
国
語
学
会
春
季
大
会
発
表
要
旨
集
）

（３
）
山
崎
久
之
氏
「室
町
時
代
の
待
過
表
現
体
系
」
翁
国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究

近

世
編
」
武
蔵
野
書
院

昭
和
三
八
年

所
収
）

（４
）

山
崎
久
之
氏
に
倣
っ
て
、
待
遇
表
現
体
系
表
に
見
ら
れ
る
各
語
群
を
対
称
代
名
詞

に
代
表
さ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ

「オ
マ
エ
」
段
階
な
ど
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（５
）

【表

一
】
【表
二
】
に
文
末
表
現
と
し
て
分
類
し
て
い
る
語
は
、
必
ず
文
末
に
使
わ

れ
る
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
便
宜
上
こ
う
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

（６
）

本
稿
で
は
、
「オ
ー
ナ
サ
レ
マ
ス
」
に
注
目
し
て
い
る
た
め
に
、
下
接
語
な
し
の
例

は
特
に
は
取
り
上
げ
な
い
。

（７
）

鷺
仁
右
衛
門
派
最
古
の
狂
言
台
本
で
あ
る
。
延
宝
六
年

〈
一
六
七
八
年
）
ご
ろ
、

筆
写
。
調
査
に
際
し
て
は

■鷺
流
狂
言
台
本

『延
宝

・忠
政
本
」
翻
刻

・解
説
』
（田

口
和
夫
氏

■静
岡
英
和
女
学
院
短
大
紀
要
』
ｎ

昭
和
五
四
年
）
に
よ
っ
た
。

（８
）

注
（１
）参
照
。

（９
）

鷺
仁
右
衛
門
派
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
鎮
香
氏

「狂
言
に
お
け
る
対
称
代
名
詞
の
待

遇
価
値
の
変
遷
―
―
鷺
流
狂
言
の
場
合
―
―
」
翁
甲
南
国
文
」
４
号

平
成
九
年
）
の

考
察
が
あ
る
。
氏
に
よ
る
と
、
仁
右
衛
門
派
で
は
大
蔵
流
な
ど
と
同
様
に
狂
言
台
本

詞
章
が
固
定
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
必

ず
し
も
伝
承
さ
れ
な
い
鷺
伝
右
衛
門
派
の
状
況
は
興
味
深
い
。
鷺
伝
右
衛
門
派
内
に

お
け
る
待
遇
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
し
た
い
。

本
稿
で
用
例
と
し
て
引
用
し
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
鷺
流
狂
言
台
本
保
教
本
…
享
保
元
年

（
一
七

一
六
年
）
か
ら
享
保
九
年

（
一
七
二
四
年
）

に
書
写
。
引
用
は

「天
理
図
書
館
善
本
叢
書

鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本

一
～
四
」
（八
木

書
店

昭
和
五
九
年
）
に
よ
る
。

・
大
蔵
流
狂
言
台
本
虎
明
本
…
寛
永

一
九
年

〈
一
六
四
二
年
）
に
書
写
。
引
用
は

『大
蔵

虎
明
本
狂
言
集
の
研
究

本
文
篇

上
中
下
」
（池
田
廣
司
・北
原
保
雄
氏

表
現
社

昭
和

四
七
年
か
ら
昭
和
五
八
年
）
に
よ
る
。

・
和
泉
流
狂
言
台
本
天
理
狂
言
本
…
寛
永
・正
保
年
間

（
三
全

一四
年
か
ら

一
六
四
八
年
）

ご
ろ
に
書
写
。
引
用
は

、天
理
本
狂
言
六
義
上
下
し
（北
川
忠
彦

・
永
井
猛
氏
等

〓
一弥

井
書
店

平
成
六
年
か
ら
七
年
）
に
よ
る
。

・
鷺
流
狂
言
台
本
宝
暦
名
女
川
本
…
宝
暦

一
一
年

（
一
七
六

一
年
）
ご
ろ
に
書
写
。
引
用

は

「翻
刻
鷺
流
狂
言

「宝
暦
名
女
川
本
」

一
～
六
」
（北
川
忠
彦
。関
屋
俊
彦
氏

『女
子

大
国
文
」
鵬
号
～
Ⅲ
号

平
成
元
年
か
ら
平
成
三
年
）
に
よ
る
。

・
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
は
日
本
古
典
文
学
大
系

『近
松
浄
瑠
璃
集
上
し
に
よ
る
。

―
―

本
学
大

学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


